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診療、保険のQ＆A 全員討論

「1型糖尿病「治らない」から「治る」へ

患者・家族による「不可能」を「可能」にする挑戦」

所属 ： 認定特定非営利活動法人日本IDDMネットワーク 理事長

氏名 ： 岩永 幸三 氏
第80回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2025年9月6日（土） 会場：第一ホテル両国5F 北斎

患者家族にこのような場で話をする機会を与えていた

だき感謝申し上げます。

日本IDDMネットワークは９月３日で創立３０年を迎えま

した。創業者の井上龍夫が８月末に理事長を退任し会長

に就任しました。３０年近く裏方を担ってきた私が理事長

として表舞台に立つことになりました。

私の活動のモチベーションは、患児の声です。子どもた

ちのこの想いを何とかしたいと思っています。

日本IDDMネットワークは「救う」「つなぐ」「解決する」の3

つの約束を掲げて活動しています。

「救う」取り組みでは、これまで“希望のバック”を患者・

家族に約6000個贈り、これからは高齢患者の孤独・孤立

対策にも力を入れて行きたいと思っています。最終ゴー

ルである「解決する」ためにこれまで173件、9億3432万

5千円の研究費支援を行っています。

本日は、「救う」取り組みである、成人１型糖尿病患者

医療費助成を中心にお話しします。

1型糖尿病患者は成人になると医療費助成が無くなりま

す。患者が平均寿命まで生きると自己負担額で約２０００

万円もの医療費を支払うことになります。本部事務所の

ある地域（佐賀市）なら土地付き2階建ての家が建てられ

ます。こんなに高額な生涯医療費負担がある病気は他に

無いというデータもあります。

日本で受けられる最良の治療法が医療費負担を理由

に患者が使わない、使えないのはおかしい、日本は成人

になったら先進国ではなくなるという医療者からの声も聞

き、２０２４年４月から佐賀で、２０２５年４月から岡山 で成

人１型糖尿病患者の医療費助成を開始しました。

この両県での取り組みを、佐賀大学医学部附属病院と

岡山済生会病院での費用対効果をエビデンスにして、国

へ全国一律の制度として実現してもらう働きかけをさらに

行っていきたいと考えています。

佐賀と岡山に加えて、もう少し全国で取り組みエリアを

拡大して行きたいとも思っています。持続的な取り組みに

するための継続的な資金調達や行政からの指導が入る

のではといった懸念点は、日本IDDMネットワークの方で

対応して行きたいと思っています。国から指導が入る法

的根拠は見いだせませんが、仮に行政指導が入るなら

国の責務として成人１型糖尿病患者の医療費助成に取り

組んでいただくことをしっかりと伝えます。

地方自治体担当者からも結構問い合わせがあります

が、ネックは２つ。予算措置となぜ1型糖尿病を対象にす

るのかという点です。予算面では、佐賀県のようにふるさ

と納税を活用できればよいのですが、佐賀県の対象者数

や年間所要額（思ったほど高額な支出ではない）を、なぜ

1型糖尿病を対象とするのかという点は、生涯医療費自

己負担額２０００万円は他に例の無い高額な負担だとい

うことを伝えるべきと答えています。

私に課せられた次の課題は、「困っている患者」を定義

し、年齢制限の無い成人１型糖尿病患者医療費助成だと

本日あらためて認識しました。

日本IDDMネットワークの目指すゴールは1型糖尿病の

根絶です。そのための研究支援金額は7割が根治ですが、

治療分野にも2割弱の研究費支援を行っています。

1型糖尿病根絶までの活動継続のためにご協力くださ

い。

その実現のために、先生方には佐賀県へのふるさと納

税や日本IDDMネットワークへの直接寄付（認定NPO法

人なので寄付者に税制優遇措置あり）をお願いいたしま

す。
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